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作業時間削減を実現しながら価値を高める
ある調査によると、内部監査人の業務のうち 40% 以上が文書作
成と監査調書のレビュー、報告書の作成に費やされているそうで
す。
TeamMateは価値の向上につながらない作業時間を削減し、あら
ゆるレベルの内部監査人が、より付加価値の高い業務に集中でき
るような環境づくりのために設計されています。TeamMate のユー
ザーに対する調査では、利用してから 1 年目で、平均して 20-
25%生産性が向上したという結果が出ています。
このシステムだけで完結するソリューションとして、TeamMate
はほぼ全てのシステム環境で稼動し、それぞれの企業および組織
の監査方法に柔軟に適応できます。

CCH® TeamMate 
付加価値のある監査のためのソリューション
監査のプロセスを改革する選ばれた監査管理システム

CCH TeamMate は多くの内部監査人に利用されている標準シ
ステムです。TeamMate は高品質の監査の基盤となり、監査
調書作成プロセスを標準化します。また、内部監査人の知
識を向上させる効果もあり、監査報告書を改善し、経営層
へ重要な情報をします。
TeamMateは全ての業種におけるあらゆる監査で利用できる
ように設計されており、監査部門の規模の大小に関わらず、
監査プロセスの各段階において効率性と生産性を向上させ
るために利用されています。リスク評価、スケジュール管
理、費用と時間の管理、監査計画、監査の実施、レビュー
や承認プロセス管理、報告書生成、傾向分析、監査委員会
への報告や文書管理に対応しています。

監査対象決定
リソース配分

監査役会や経営陣への
レポート

課題の共有ナレッジ
マネジメント

TeamCentralTeamMate EWPTeamRisk

TeamStoreTeamSchedule TeamMate TEC

監査実施

■ 監査手順の実行時に一貫した高品質な業務を実現
■ 監査活動および報告書作成を効率化
■ 統制を評価または確認するベストプラクティスに
従った文書化

■ 監査結果と報告書記録を一致させる
■ 場所を問わずレビュー活動を支援
■ 次監査年度への知識共有

■ 改善事項のトラッキングモニタリン
グとフォローアップを実現

■ 被監査部門も改善活動トラッキング
に参加することを支援

■ 安心して限られた時間での監査役会
や経営陣に対するアドホックなレ
ポート作成にも対応が可能

■ 業務パフォーマンスを監督、改善

■ 監査活動のベストプラクティスを共有
■ 監査活動を再利用し、さらに改善
■ 知識の共有

■ 予算に基づいて時間や費用を
管理

■ 担当者のスキルや知識プロ
ファイルを管理

■ 最も適切な人材を配置
■ 稼働率を最大化

■ プロセスやリス
ク要素による
COSO ローリン
グ・リスクに基
づいた監査計画

■ リスク危険度レ
ポート

■ 監査活動の認識
や確認

res
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TeamRisk

TeamCentral TeamMate
TEC

TeamMate
EWP

TeamSchedule

TeamMateの導入について
TeamMate は気軽に導入することが可能です。Microsoft® Word や
Excel®を利用した監査作業と比較すると、文書作成はもちろん、
パワフルなデータベースエンジン、最新技術のスキャン技術に対
応した文書システムといった機能がワークフロー機能ともに完成
度の高い監査管理システムとして構成されているため、すぐに利
用できる点が違います。
新システムの導入に際して今までの方法を 100% 捨てることはあ
りません。TeamMate には既存の計画用文書、リスク評価、戦略
計画、個別監査業務をプログラムの書き直し無しに取り込むこと
ができます。TeamMate EWP のテンプレート機能を利用すれば、
あらたな個別監査業務手続、ベストプラクティスとなった監査手
続き、監査チームのメンバーの詳細、予備監査のためのチェック
リストや報告書、各種レポートのテンプレートがクリックしてい
くだけで作成、再利用できるようになります。
もちろん、TeamMate を適切に導入するための導入支援サービス
もご用意いたしております。

TeamMateサポート
オンラインヘルプのシステムに加えて、わかりやすい日本語ユー
ザーガイドをご用意しています。製品サポートは、お客様のあら
ゆるお問合せに対応すべく必要に応じて四大陸をカバーする世界
中のサポートデスクがご支援する体制をとっております。
また、TeamMateのユーザーコミュニティ専用ホームページにバー
チャル会議室が設定されており、世界中のユーザーと TeamMate
の開発チームやサポート担当者が一緒になって情報交換を行って
います。このユーザー専用ホームページでは、製品バージョン
アップ、ご利用方法ヒントコーナー、よくあるご質問への回答集
やわかりやすいサポートガイドもご用意しております。

CCH TeamMate Suite は統合された５つの基本コンポーネントと監査データ管理システムで構成
されています。ライセンス料金には全てのコンポーネントが 含まれており、購入後、追加オプ
ション料金は生じません。監 査 管 理 シ ス テ ム

対応が柔軟なリスク評価ツール。監
査計画の生成、企業や組織のリス
クをグラフに表示可能。

監査人の文書作成やレビューの時
間を削減し、より付加価値の高い
監査サービスを可能にする、強力
な電子監査調書。

TeamStoresは監査メンバーの情報、監査手続
書 ·監査調書テンプレートのベストプラクティス、
検出事項の記述様式、リスクとコントロールな
どを保存し、監査プロジェクトからインポートでき
るようにするマスタ管理ツール。

貴社および組織の人材と個別監
査業務をスケジュールするため
の総合ツールです。
スケジュールを監査人別および
プロジェクト別で表示可能。

作業時間や経費の報告作成
ツール。TeamScheduleと連携
し、より効果的に使用可能。

パワフルなWebベースの監査トラッ
キングシステム。検出事項や、監査
プロジェクトに関する主要な統計を追
跡できるデータベース。検出事項のフ
ォローアップ、トレンド分析、過年度監
査結果のレビューや監査委員会報告書
の作成に有効。
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CCH® TeamMate̶TeamRisk
監査のためのリスク評価
対応が柔軟なリスク評価ツール。監察計画の生成、企業や組織のリスクをグラフに
表示可能。

リスクベースの監査へ
TeamRisk は、貴社で現在探用されているリスク評価手法を用い
て、リスク評価を実施・報告できる強力なツールです。リスク評
価をいかに設計し、実施し、報告するかを決めるのは貴社です。
TeamRisk は下記の監査標準に対応することで、さらに監査担当
者を支援しています：
 ̈ 内部監査人協会：“内部監査の専門職的実施の基準”
 ̈ バーゼル銀行監督委員会：“銀行の内部監査および監督当
局と監査人の関係”
 ̈ COSO レポート：“内部統制一続合的枠組み”
 ̈ Turnbull 委員会の企業行動規範 2002

監査との統合と自動化
TeamMate の他のモジュールと統合することによって監査業務の
一本化に貢献できます。
 ̈ リスク評価から個別監査業務が生成され、TeamMateEWP で
監査調書作成作業に引き継がれます。
 ̈ TeamMate EWP で個別プロジェクトの監査調書作成作業に引
き継がれます。
 ̈ TeamRisk からこれまでの TeamSchedule と TeamMate EWP で
扱った個別監査業務が参照できますので、リスク評価の担当
者が、個別監査業務のレベル、プロジェクトサイクル期間、
それまでのリスク評価スコア、最終的なリスク評点、前年度
のリスク評価対象部門の担当者といった情報の確認が可能に
なります。これはリスク評価の対象となる組織全体をより良
く把握することに役立ちます。

TeamRisk はデータ収集機能も備えています。自己評価（CSA）機
能により、リスク評価担当者は対象部門の担当者、または内部評
価の実施において内部監査部門にWeb アンケートを送信するこ
とが可能です。
 ̈ 対象となるリスクの採点を行えます。
 ̈ カスタムメジャーを入力できます。
 ̈ オンラインで文書バックグラウンドを入力可能です。
オンラインによる結果はリスク評価担当者が完了した全面的な評
価に格納できます。

有効なリスク評価を組み立てるために
リスク評価がそれぞれの企業及び組織のあり方を映し出すよ
うに、また、ビジネス目的、リスク、コントロールをリスクユニ
バースとして構成できるようにリスク評価を設計することで、リ
スクの採点をシンプルな方法へと改革できます。
 ̈ スコアリングのための方程式や結合方法をカスタマイズ設
定できます。
 ̈ 例えば影響度と発生可能性など、採点基準は、貴社あるい
は組織のリスクに対する考え方に合わせて選択することが可
能です。
 ̈ コントロール前のリスク（固有）コントロール後のリスク
（残存）、または両方のリスク要素を確認しながら結論づけ
ることができるようになります。
 ̈ それぞれの事業体やビジネスプロセスに重要性を付加した
い場合はカスタムメジャーを規定できます。

TeamRiskの自己評価機能では手軽なWebアンケートが簡単な操作で
生成できます。

自 価機能 手軽 が簡単 操作
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リスク評価
TeamRisk のリスク評価の実施はシンプルです。
 ̈ 対象部門のカスタムメジャー値を入手します。
 ̈ ビジネス目的、リスク、コントロールをあらかじめ設定して
おいたリスクライブラリーから選択します。
 ̈ リスクの採点を行う自己評価の担当者を確定して連絡しま
す。また、それぞれのカスタムメジャーと背景を入力します。
 ̈ リスクと、その影響を受けるであろう組織にリンクさせ、固
有、残存のいずれか、または両方のリスクを採点します。
 ̈ それぞれのリスクに基づいた評価にコメントを残します。
 ̈ 自己評価結果のデータを、リスク評価をより確実なものに
するため、インポートします。
 ̈ 各評価に関連した文書を添付します。
 ̈ 企業および組織全体、もしくは特定の組織単位のビジネス
目的やリスクをフィルタリングできます。

プロジェクトファイルの生成
個別監査業務と監査調書を含む個別監査業務のためのプロジェク
トファイルをリスク評価の情報を基にして生成することができま
す。
TeamRiskで識別されたリスク情報が TeamMate EWPのリスク &
コントロールビューワーに自動的に入力され、監査担当者が所定
のリスクとコントロールに着目できるよう、ハイライトされるよ
うになっています。

ニーズに合わせたレポートを柔軟にカスタマイズで
きます
レポートテンプレートは貴社および組織の標準に合わせたレイ
アウトにカスタマイズすることも可能です。レポートは PDF、
Excel、HTML、RTFといった形式に出力することもできます。
ヒートマップ監査ユニバース ビューワー で監査の着目が必要な
のはどこかを識別できます。また、年間監査計画をリスク評価に
基づいてプロジェクトの詳細とスケジュールとともに生成するこ
とも可能です。
様々な範囲の記述式または表形式のレポートテンプレートが利用
できます。
 ̈ リスク評価報告書
 ̈ ヒートマップ
 ̈ リスクマトリックス
 ̈ 監査計画報告書

監査人にとって使いやすい、豊富なグラフィック形式の選択ウィザー
ドがガイドしますので、監査への関心を呼ぶ高リスクの組織や機能の
識別ができるようになります。

監査ユニバースビューワーモードの TeamRisk のヒートマップは監査が
必要な事業体やビジネスプロセスを識別することを支援します。

TeamRisk
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CCH® TeamMate̶TeamSchedule
リソースとプロジェクトのスケジュール管理
貴社および組織の人材と個別監査業務をスケジュールするための総合ツールです。ス
ケジュールを監査人別およびプロジェクト別、または割当状況別で表示することができ
ます。

TeamScheduleは 年間監査計画において、人材の割当やプロジェ
クトのトラッキングをビジュアルに確認しながらリソースやプロ
ジェクトのスケジュール管理ができるようになるツールです。

TeamScheduleは、グループ規膜の大小に関わらず複数のスケ
ジュール担当者が簡単に作業できるように、フレキシブルに設計
されています。スケジュールやアサインメントはガントチャート
で表示されます。

ビジュアルなプロジェクトや割当状況の表示。表示モードを自由に選択可能。ビジ アルなプロジ クトや割当状況の表示 表示モ ドを自由に選択可能
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シンプルな手順で適切なチームの人材計画を支援するリソースファインダー。

人材や個別監査業務を手軽にスケジュール管理
TeamScheduleのパワフルな機能をご紹介します。
 ̈ ユーザ基準（リスク、目標開始日、タイプ、ロケー
ション）に基づくプロジェクトのスケジューリング。
 ̈ 割当ツール -ガントチャート形式のビュー上でプロジェクトの
スケジュールとリソース割当をインタラクティブなマウスのド
ラッグアンドドロップ操作で行うことができます。
 ̈ リソース検索 -スケシュール管理者がチームもしくは全監査
人の中から、スキル、資格、言語、経験およびロケーション
といった条件を使って、プロジェクトに見合った監査担当
者を検索することができる高機能ツール。
 ̈ What-If（もし、ここに割り当てればどうなる）形式で分析を
行いながら割当予約をすすめることができます。

 ̈ プロジェクトの見積コスト（社内および社外）の追跡、モニ
タリング。
 ̈ 担当者の競合を自動的に検出し、スケジュール管理者の競
合特定と競合解決をサポート。
 ̈ 監査計画の管理に必要な情報や特に重要な個別監査業務に
注目しながらスケジューリングできるようにビューがカスタマ
イズできます。
 ̈ 個々のスケジュール、監査担当者活動状況、監査担当者ス
キル、空き時間などの報告書を容易に作成可能。
 ̈ TeamSchedule Web-監査担当者にブラウザから閲覧できる
簡潔なスケジュール表を提供し、監査担当者は自分のスケ
ジュールをOutlook®カレンダーに取り込むが可能です。

TeamSchedule



8

CCH® TeamMate̶TeamMate TEC
時間と費用の入力
プロジェクト見積とタイムシート機能の統合によって、時間と費用に関する把握と予実
管理を行なうツールです。

TeamMate TEC ではプロジェクトや非業務作業（休暇や研修等）の時間と経費の入力ができます。プロジェクトの進捗状況や関連する経
費を視覚的に追跡することができ、プロジェクト要約報告書やリソース活用状況、全体的な予算管理などの文書を作成することができ
ます。

無駄のないタイムシート処理
TeamMate TECはウェブベースのアプリケーションで、データ入
力作業を簡潔にし、どこからでもタイムシートを作成することが
できます。
 ̈ タイムシートの選択では、TeamScheduleのアサインメントか
ら自動的にデータが投入され、タイムシートの完成に必要
な労力を最小限にすることができます。
 ̈ 管理者は、時間をチャージできる日や、タイムシート上の合
計時間の制限値などを設定することができます。
 ̈ 事務担当者に代理で時間を入力を依頼するようなご利用方
法も可能です。
 ̈ 入力ミスに対しては、マイナスの時間を提出し直すことで修
正することができます。
 ̈ タイムシートを承認する管理者をアサインすることができ
ます。

経費の追跡
経費はプロジェクトや非業務作業毎に追跡できます。TECは経費
精算システムではなく、プロジェクトに掛った経費を迅速に追跡
するものなので、詳細な経費情報の入力は必要ありません。
 ̈ 追跡したい経費の分類を決めることができます。
 ̈ 計算機能によって、一回の入力で交通費のような全ての関
連経費の合計額を入力することができます。
 ̈ 必要に応じて、予想外の経費や出張の延長などの付加情
報を詳細に入力することもできます。

時間の入力には、直感的に使えるタイムシート式インターフェースを採用しています。
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それぞれの個別監査業務プロジェクトの完了状態を表すパーセン
テージをダッシュボードが視覚的に表示しています。

プロジェクトトラッキングビューは予定と実際に費やされた時間とを対比して確認できるように
設計されています。

迅速に個別監査業務プロジェクトの状態を把握
貴社の年間監査計画やプロジェクトの状況を迅速に把握できる機
能を紹介します。
 ̈ プロジェクトトラッキング－貴社のプロジェクトをプロジェクト
タイプやロケーション別に分類することによって分析し、費
やされた時間の詳細までドリルダウンし、スケジュール通
りに行われているか、予定時間内に終了できるかどうか把握
します。この機能は、プロジェクトのコストや期限を管理す
る立場にある人にとって、大きな助けとなります。
 ̈トラッキングガント－ひと目で、重要業務指標（KPI）が監査
計画や現場往査、報告やまとめに費やされた時間に対して
見合っているか判断できます。
 ̈ タイムダッシュボード－マネジャーは年間監査計画の全ての
進捗状況を見ることができます。プロジェクト・リストを下に
スクロールし、画面下のインフォメーション・ビューより、プ
ロジェクトの開始日、終了日、時間数を確認することができ
ます。

 ̈ タイムシートステータス－ マネジャーはタイムシートの状
況をチェックして、報告対象期間のデータの完全性や正確
性を確認できます。
 ̈ 報告書は簡単に作成できます。“リソース活用状況”など報
告書の種類を選び、貴社の基準に合わせてデータをフィル
ターにかけます。フィルターの使用により、11種類の標準
的な報告書が作成できるため、ほとんどの報告ニーズに対
応することができます。

TeamMate TEC

それぞれ 個別監査業務プ ジ クト 完 状態を表すパ セ

プロジ クトトラ キングビ は予定と実際に費やされた時間とを対比して確認できるように
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CCH® TeamMate̶TeamMate EWP
総合監査調書作成システム
文書作成、レビューワークフローに必要な作業時間を軽減し、監査業務
の価値を高め、高度化するためのツールです。

TeamMate EWP は強力なデータベースアーキテクチャを提供しま
す。必要な情報をすぐに探しだすことができるため、効率的な文
書化作業やレビュー作業を可能にします。
監査手続、検出事項、コーチングノート、サインオフ、編集履歴
などの重要な情報はデータベースに保存されます。TeamMate の
ようなデータベース主導型システムはリアルタイムで進められ
る、作業チームに即した利用が可能となり、 重要な情報がフィル
タリングやソーティングといった操作で確認することが可能で
す。このようなデータベース機能があるからこそ、TeamMateは
単なる調書作成システム以上のシステムと言えるのです。
TeamMateなら担当別、リスク別といった要素やキーワードで重
要なデータを簡単に酢彫り混むことも可能になります。

協働作業による効率性向上
TeamMate EWP 上で行う監査業務プログラムはオンライン上でも
進行でき、レビューの効率を最大化するように開発されていま
す。個々の監査手続きステップに個別の承認ができるため、ひと
つの個別監査業務を担当することとなった複数の担当者がそれぞ
れのステップを担当して同時に作業を進めることが可能になりま
す。
TeamMate EWPの持つ進捗が一目で分かるステータスフラグと
データ抽出機能により、レビュー担当者はレビュー可能な範囲を
容易に把握、参照することができます。
TeamMate EWPはアクセス権限の設定機能を持ち、プロジェクト
単位で各監査人に役割を設定することができます。例えば、監査
調書内の自分が担当した部分に対しての自己レビューを禁止した
リ、調書を読取専用でしか開けないメンバーを設定することがで
きます。 

監査関連文書への簡単で確実なアクセスを実現
文書と文書を紐付ける機能をご用意しておりますので、監査手続
と関連する検出事項は自動的に相互リンクが張られます。例え
ば、会社の方針に則していない発注書が見つかった時に、監査人
はその発注書をスキャンもしくはドラッグアンドドロップ操作
で TeamMate EWPに取り込むだけで、監査証拠が監査手続へ自動
的に紐付けられます。
注記された検出事項の詳細をスペシャルフォームにキャプチャす
ることができるため、報告とトラッキングに関連する全ての詳
細を文書化に可能。必要に応じて、提案や関連する行動計画を多
数設定することが可能です。
他にも、TeamMate EWP には以下のような相互参照機能がありま
す。
 ̈ 監査調書からコーチングノートや検出事項への自動参照
 ̈ 全てのアプリケーションへのハイパーリンク
 ̈ ウェブサイトや ACLなどのファイルへのハイパーリンク
 ̈ ブックマークの作成やリンク

ペーパーレス化を推進する画像や PDFファイルの
取り込み機能
TeamMate EWPは、他のアプリケーションで作成された文書を取
り込む機能が優れている点でも定評があります。監査の検出事
項を監査手続の中に直接入力することもでき、また取り込んだ
Wordや Excelファイルの中に書き込むこともできます。TeamMate 
EWPに取り込まれた後は、Microsoft Officeの機能を全て保持した
まま、TeamMate EWPのツールバーを利用することで、他の文書
への相互参照、注記、問題点や検出事項、コーチングノート、お
よび文書へのサインオフなどを加えることも可能になります。

レポート出力の省力化
TeamMate の 360°レポート機能によって、問題点や検出事項、作
業進捗や時間のサマリなどを、任意のフォーマットにて Microsoft 
Word 形式で自動的に出力することができます。作成されたレ
ポートはマネジメントなどの閲覧や変更の後、監査ファイルへ
インポートすることができます。

報告書レイアウト例報告書レイアウト例
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他にはないレベルでの Microsoft Office 製品との統
合機能
TeamMate EWPは、他のアプリケーションで作成された文書を取
り込む機能が優れている点でも定評があります。監査の検出事
項を監査手続の中に直接入力することもでき、また取り込んだ
Wordや Excelファイルの中に書き込むこともできます。TeamMate 
EWPに取り込まれた後は、Microsoft Officeの機能を全て保持した
まま、TeamMate EWPのツールバーを利用することで、他の文書

への相互参照、注記、問題点や検出事項、コーチングノート、お
よび文書へのサインオフなどを加えることも可能になります。
TeamMate EWPのプロジェクトファイルは全て自動的に暗号化さ
れ、圧縮されます。Microsoft Word、Excel、PowerPoint®などの
他社のソフトウェアで作成された添付文書についても同様です。
従って、サーバー上、ローカル PCなどの保存場所や Eメール添
付、WAN経由などのデータ送信方法に関わらず、セキュリティ
が確保されます。

この画面から不備や発見事項を改善勧告やアクションプランと関連付けて記入し
ます。ひとつの発見事項に複数の改善勧告を個別に登録してフォローアップする
事も可能です。

個別監査業務の手続画面に担当者、進捗状態、レビュー状況といった概要が表示
されます。

TeamMateAuditorツールセットは、
発見事項の記入、相互参照の設
定、コーチングノート（コメント機
能）電子サインオフ機能、ティッ
クマーク、といった機能の入り口
となるツールバーです。

TeamMate EWP

割当フィールドが手続毎の担当
者を表示しています。

フィールドには、罫線 , 特殊フォー
マット , ティックマーク、Webサ
イトや外部ファイルへのハイパー
リンクなどを利用しながら入力で
きます。

サインオフとレビュー機能
承認はボタンをクリック、履歴も
残ります。

絞込み機能
絞込み機能により、個別監
査業務での検索と分類、必
要なプロセスや監査手続き
の位置づけが可能。

TeamStoresから個別監査
業務が取得できます。
定型的または優良な個別監
査業務は TeamStoresに保
存することができ、簡単に
取得できます。取得すると
自動的に監査手続が内容ご
と表示されます。

色分けされた状態アイコン
色分けされた自動表示アイ
コンで監査手続の進捗状
態を確認できます。
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CCH® TeamMate̶TeamCentral
個別監査業務と発見事項の追跡
発見事項と個別監査業務プロジェクトの重要な指標を追跡する強力な
Webベースのツールです。

TeamCentral は TeamMate EWPのプロジェクトプロファイルや検
出事項を蓄積し、グローバル監査および問題点の追跡を可能にす
るウェブベースのデータベースです。フォローアップの進捗状
況を追跡することもできます。 

簡単な操作で以下のことが実現できます。
 ̈ TeamMate EWP を使用せずに、監査結果をウェブブラウザか
ら見ることができます。（TeamMate EWP がインストールさ
れている必要はありません。）
 ̈ 過年度や期中の監査データを、Webアプリケーションから
簡単に検索ができます。
 ̈ 問題点のフォローアップ、トレンド分析、過去に実施した監
査のレビューや監査委員会報告がシンプルな操作で容易に
実現できます。
 ̈ 主要な関係者にアクセス権を付与することが可能です。経
営者は詳細な結果を監査部門を呼び出していちいち確認す
ることなく、全体的な監査結果をリアルタイムで閲覧するこ
とができます。
 ̈ 高度なセキュリティをベースにしたユーザ管理機能により、

監査人や被監査部の担当者等個々のユーザー毎にアクセス
可能なプロジェクトを設定することができます。
 ̈ 改善提案事項の担当者となった監査人はWebアプリケー
ションである TeamCentralにアクセスし、アクセス権のある
被監査部門の担当者によって更新されている対応状況をリ
アルタイムで確認することができます。
 ̈ 被監査部門の担当者と担当監査人へ送信できる電子メー
ル通知機能を活用することにより、継続的なコミュニケー
ションとワークフローの遂行、締切日を確実に管理できま
す。
 ̈ 個々人に合わせて設定できるダッシュボード報告で、多様な
報告オプションを備える複数のダッシュボードを設定するこ
とが可能です。クリックスルー機能によって、ビジュアルな
対応情報を表示することができます。
 ̈ 実施された全てのプロジェクトの結果や検出事項の報告は、
以下の TeamCentral の標準報告書を使用することによって簡
単に行うことができます。完了した発見事項、注目すべき
発見事項、リスク分析レポート、時間と費用の分析レポート
および監査計画モニタリングなどが含まれます。



TeamRisk          TeamSchedule          TeamMate TEC          TeamMate EWP          TeamCentral          TeamStores

13

これらのような標準レポートの他にも TeamCentral レポーティン
グエンジンはカスタマイズレポートやクエリを設定することが可
能です。 

多彩な検索機能を駆使すればデータマイニング的にデータを俯瞰
したり、個別監査業務プロジェクトのプロファイル内容や発見事
項の要素を起点に検索できるクエリを「その場で」設定したりす
ることも可能です。
プロジェクトトラッキング機能は個別監査業務プロジェクトの最
新の進捗状態をいつでもレポート出力して確認することが可能で
す。マイルストンレポートは必要に応じてより監査業務のより詳
細な進捗状態の確認に役立ちます。

プロジェクトラッキングの実行
TeamCentralプロジェクトトラッキングの使用により、監査に確
立されたすべての提案や行動計画を監視可能。監査チームメン
バー、および /またはアクション所有者は認可されたアクセスレ
ベルに基づいてステータスアップデートの入力が可能です。手動
または自動的に電子メールの通知を送付し、レスポンスやフォ
ローアップすることが可能。

TeamCentral

被監査部門の改善提案実施担当者は担当する発見事項にアクセスし
て進捗状況を更新することができます。通知機能によって対応期日を
知らせる事も可能です。

被監査部門の改善提案実施担当者は担当する発見事項にアクセスし

知りたい情報の概要がグラフィカルな検索結果として表示されます。知りたい情報の概要がグラフィカルな検索結果として表示されます

経過レポートが改善勧告の推奨時期を過ぎた発見事項をわかりやす
く色分けして提示します。
経過レポ トが改善勧告の推奨時期を過ぎた発見事項をわかりやす
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CCH® TeamMate̶Tempplates & TeamStores
知識共有とテンプレート化
TeamStores - 監査メンバーの情報、ベストプラクティス、監査調書テンプレートと検出
事項の標準的な記述などを格納するマスタ管理ツール。  

監査人の知識を大きく向上させる TeamStores

利用したい個別監査業務の手続や調書があれば TeamStoresに格
納すると良いでしょう。ほんの数秒で操作は完了します。
重要だと思われる発見事項も将来の再利用のために TeamStoresに
格納しましょう。もし同様な発見事項が発生した場合、以前提案
した推奨改善事項もセットで取り出し、再利用することができま
す。これは作業時間の短縮や改善事項の提案の標準化に大きく貢
献できます。 

複数に入力しないように、TeamMate EWP から個別監査業務、
調書や発見事項を TeamStoresに格納する作業も管理できま
す。TeamStoresの「キャビネット」と呼ばれる格納庫のシス
テムにはアクセス制限を設定できるため、あすレベルのエキ
スパートだけが格納すべきデータを選んで保存できる管理体
制も実現できます。
リスクライブラリーと呼ばれるリスク評価のため定義されたビジ
ネス目的、リスク、コントロールも TeamStores内で一括管理しま
す。
このリスク評価に関するデータをリスク評価のフェーズでは
TeamRiskからアクセスして利用します。また、監査のフェーズで
も TeamMate EWPから監査中にリスクやコントロールを発見した
場合「リスクとコントロール」ボタンをクリックして個別監査業
務に取得することができます。
リスク、コントロール、手続は TeamStores内でリンクを設定す
ることができるため、監査業務に取得する際に関連性を明確に確
認することが可能となります。
TeamStoresを活用することでリスクとコントロールをプロセスに
リンクさせることが可能になります。TeamStores のリスクベース
計画を利用し、時間をより効率的に使用することができます。

TeamStoresは監査業務の手続き、調書と監査発見のナレッジベース
です。

ビジネス目的、リスク、コントロールを格納するリスクライブラリービジネ 目的 リ ク ト ルを格納するリ クライブラリ

T St は監査業務の手続き 調書と監査発見のナレッジベ ス
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TeamStores

標準化の確保
TeamMate EWP では、ライブラリというユーザ独自のテンプレー
トを使用してプロジェクトファイルを作成します。ライブラリを
使用することで、貴社の監査部門の標準的なファイル構成や用
語を、全てのプロジェクトに適用することができます。
TeamStoresに格納されたテンプレートを用いて新規に個別監査
業務のプロジェクトファイルを作成すると、あらかじめ監査手
続のステップの詳細、監査調書や検出事項の記述様式、および
チームメンバーや被監査部門の担当者の氏名と連絡先、そして
リスクとコントロールなどが入力されている状態で作業をス
タートできます。

無駄の無い監査業務を実現する TeamMate 
Templates

TeamMate EWP の個別監査業務のプロジェクトユーザーに定義さ
れた形式を保持できます。画面の見出しやプルダウンメニュー
などを貴社および組織の用語で設定された状態が毎回再現でき
ます。
また、ライブラリに含まれた監査手続書、計画チェックリストや
計画書、連絡文書、リスクマトリックスなどの文書は、自動的に
新規プロジェクトファイルに挿入されます。

貴社および組織に合ったテンプレートを作成することで、ベスト
プラクティス要素が新規プロジェクトに確実に継承され、監査調
書の構成を標準化することができます。テンプレートは、見た目
や雰囲気を統一するということに留まらず、監査人が貴社および
組織の監査部門が組織的な要件を遵守して作業できる基盤となり
ます。この標準化された基盤上での作業することが教育となり、
新しいユーザへのトレーニング時間は最小限で済みます。こうし
て、監査業務に慣れるまでの時間を短縮し、個別監査業務の調書
作成作業をすぐに軌道に乗せることができるのです。
新規の個別監査業務プロジェクトを作成する際に利用されるテン
プレートはあらかじめ個別監査業務のパターン毎に作成して蓄積
しておくことができます。例えば、定期的に実施されるプロジェ
クトは、詳細な監査手続書をテンプレート化しておくと便利で
す。また、新規で作成した個別監査業務プロジェクトからテンプ
レートを簡単に作ることができます。

監査テンプレートの活用によって標準化された状態で作業を開始でき
ます。
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TeamAdminは TeamMateの全モジュールの各種設定、構成、ポリ
シー規定を一元管理できる環境を提供します。管理モジュールの
使用により、下記の情報の管理ができます。
 ̈ プロジェクト管理
 ̈ 分類と専門用語
 ̈ ユーザーとコンタクト管理
 ̈ 電子メール通知
 ̈ セキュリティ
 ̈ ポリシー

担当者管理機能は TeamMate管理者が行うアクセス権限や属性の
変更作業や確認を容易にします。3種類のシステム上の権限は
TeamMate上の権限と相互に対応しています。
 ̈ TeamMate全般にわたるシステム管理者権限
 ̈ コアな監査製品を管理する監査人権限
 ̈ 被監査部門の TeamCentralにアクセスできる担当者と 

TeamRiskの自己評価アンケートに参加できる評価担当者

管理設定とポリシー、プロジェクトとリソースがシンプルなイン
ターフェースで表示できます。

TeamAdminスタティクス（TeamAdmin Statistics）の使用により、
一目でわかるデータベース統計を表示します。

TeamAdmin

管理設定とポリシ プ ジ クトとリソ スがシ プルなイ

T Ad i スタティクス（T Ad i S i i ）の使用により



CCH® TeamMate̶Syystem Reqquirements
TeamMateのシステム要件
世界で最も利用されている強力な監査管理システムが監査プロセスを改革します。

クライアントのデスクトップ /ノートパソコンにおけ
るシステム要件 
 ̈ Microsoft® Windows® XP SP3，Vista® SP2とWindows 7
 ̈ プロセッサ速度：1.6 GHz Pentium® 4以上、メモリ：1GB RAM以上。
 ̈ ハードドライブ：2 GB 以上（20GB 以上を推奨）
 ̈ Microsoft Office 2003，2007と 2010
 ̈ HTMLに対応する Internet Explorer® 7と 8
 ̈ オプション－TWAINと互換するスキャナー
 ̈ .NET Framework 4.0
 ̈ MDAC 2.8.1（事前にインストールされていない場合は、TeamMate
のインストール時にインストールされます）
 ̈ データベース要件：Microsoft SQL Server®

データベース サーバー
データベースサーバーは TeamMateWeb アプリケーションに必須の
ものであり、デスクトップアプリケーションをお勧めします。集
中型データベースを使用している場合、アプリケーションは互いに
情報を交換することができ、レポート能力が強化されます。 

データベースサーバーの仕様は必要性とユーザー数によって変化
します。
対応しているデータベース 

 ̈ Microsoft SQL Server 2005 SP1/ SP2/SP3、 Microsoft SQL Server 2008 
SP1/SP2、Microsoft SQL Server 2008 R2、MS SQL Express 2005 と 
2008。
 ̈ 小規模ユーザーである場合、データベースサーバーとWebアプリ
ケーションサーバーを同一のサーバーにインストールすることをお
勧めします。
 ̈ Windows Server® 2003/2008 または同等の UNIX® Oracle の環境に
対応しています。
 ̈ インストールされるデータベースは、MS SQL Server でおよそ 30MB
です。見込み増加量は、使用される TeamMate スイートのモジュー
ル、各監査に添付されるファイル数、監査調書がデータベース内
外のどちらに保存されるのか、スキャンされる画像のサイズ／品
質によって大きく異なります。ただし、一般的な実装では、1 つの
プロジェクトにつき 25～ 50MB の間です。

Webサーバー
TeamCentral、TeamSchedule Web、TeamMate TEC および TeamRisk Web 
には、Web サーバーが必要です。 

 ̈ アプリケーションをWeb サーバーにインストールすると、350MB 程
度のディスク容量を占有します。
 ̈ Microsoft 社の Internet Information Systems (IIS) 6，7もしくは 7.5 が必
要です。Apacheまたはその他の UNIX/Linux Webサーバーは対応し
ていません。
 ̈ Windows Server 2003 SP2/R2、Windows Server 2008 SP2とWindows 

Server 2008 R2が必須となります。
 ̈ TeamMateウェブアプリケーションは 32bitおよび 64bitの環境に対
応しています。
 ̈ 以下のアイテムが、Webサーバー上で必須となります：

 – MDAC 2.8.1 （事前にインストールされていない場合は、TeamMate
のインストール時にインストールされます）

 – Windows® Installer 3.0以上
 – .NET Framework 4.0

小規模

中規模
（小規模でも DBサーバー
とWebサーバーを同一マ
シンで運用する場合はこ

ちらです）

大規模

想定ユーザー数 1-10名 11-100名 100名以上

年間監査件数 500件未満 500件以上

プロセッサ
3.0 GHz Xeon 

(Quad) または同
等のもの

2 x 3.0 GHz Xeon (Quad) 
または同等のもの

4 x 3.0 GHz Xeon 
(Quad) または同
等のもの

CPU
ピーク時 50%

未満 
ピーク時 50%未満 ピーク時 70%

未満

メモリ 4 GB 以上 8 GB 以上 16 GB 以上

ハードドライブ 100 GB 以上 150 GB 以上 150 GB 以上

サーバー
TeamMate専用
サーバーでなく
ても可能

TeamMate専用サーバーで
なくても可能

TeamMate専用
サーバー

もしくはサー
バー ファーム

小規模

中規模
（小規模でも DBサーバー
とWebサーバーを同一マ
シンで運用する場合はこ

ちらです）

大規模

想定ユーザー 1-10名 11-100名 100名以上

年間監査件 500件未満 500件以上

プロセッサ
2.0 GHz Xeon 

(Quad) または同
等のもの

2 x 3.0 GHz Xeon (Quad) 
または同等のもの

4 x 3.0 GHz Xeon 
(Quad) または同
等のもの

CPU
ピーク時
80%未満 

ピーク時
80%未満

ピーク時
80%未満

メモリ 2 GB 以上 4 GB以上 8 GB 以上

ハードドライブ 10 GB以上 20 GB以上 20 GB 以上

サーバー
TeamMate専用
サーバーでなく
ても可能

TeamMate専用サーバーで
なくても可能

TeamMate専用
サーバー

もしくはサー
バー ファーム

17最新のシステム要件については、www.arclogics.com/japanをご覧ください。

データベースサーバー

Web サーバー
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FAX： (03) 6234-3989
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UNITED STATES
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U.S.A.
1.888.830.5559

CANADA
Suite 300, 90 Sheppard Ave. E
Toronto, Ontario M2N 6X1
Canada
1.800.461.5308, ext. 8820

EUROPE, MIDDLE EAST, AFRICA 
250 Waterloo Road
London, SE1 8RD
United Kingdom
+44.20.7981.0566

ASIA PACIFIC 
Room 1608, 
16/F, Harcourt House,
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Wan Chai, Hong Kong
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